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保育所等の利用者負担額（保育料）のあり方の検討について 



川崎市の人口と就学前児童数の推移
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平成18年からの人口数、就学前児童数の推移は、微増ですが毎年度増加してお
り、就学前児童数も増加しています。この傾向は今後もしばらく続く見込みで
す。

年度 H18 H19 H20 H21 H22

人口 1,332,035 1,354,913 1,379,634 1,399,401 1,414,150

　増加数 － 22,878 24,721 19,767 14,749

　増加率 － 1.02% 1.02% 1.01% 1.01%

修学前児童数 75,741 76,735 77,817 79,061 80,012

　増加数 － 994 1,082 1,244 951

　増加率 － 1.01% 1.01% 1.02% 1.01%

年度 H23 H24 H25 H26 H27

人口 1,426,777 1,432,374 1,440,474 1,453,427 1,466,444

　増加数 12,627 5,597 8,100 12,953 13,017

　増加率 1.01% 1.00% 1.01% 1.01% 1.01%

修学前児童数 80,380 80,547 80,909 80,963 81,418

　増加数 368 167 362 54 455

　増加率 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.01%

資料 １

単位：人



資料１－１ 

階層区分別入所児童数（平成 27年 5月 1日現在） 

１．階層区分別入所児童数 

  Ａ階層（被保護世帯等）      374 人    1.61％ 

  Ｂ階層（市民税非課税世帯）   1,263 人    5.45％ 

  Ｃ1～3階層（市民税課税世帯）   1,027 人   4.43％ 

  Ｃ4～ 階層（市民税課税世帯）  20,506 人    88.5％ 

 川崎市においてはＣ16 階層を中心としてＣ11 階層からＣ19 階層（収入はおよそ●百万円から●百万

円の間）の所得階層が全体の約５割（49.5%）を占めており、Ｃ20 階層からＣ23 階層までは比較的少な

いがＣ24、Ｃ25 階層がまた多くなっている。 

Ａ 75 299 374 1.61%

Ｂ 444 819 1,263 5.45%

C1 73 78 151 0.65%

C2 38 54 92 0.40%

C3 342 442 784 3.38%

C4 28 32 60 0.26%

C5 145 167 312 1.35%

C6 237 254 491 2.12%

C7 279 335 614 2.65%

C8 314 353 667 2.88%

C9 330 296 626 2.70%

C10 469 409 878 3.79%

C11 579 486 1,065 4.60%

C12 583 522 1,105 4.77%

C13 566 496 1,062 4.58%

C14 552 511 1,063 4.59%

C15 684 749 1,433 6.18%

C16 1015 1,093 2,108 9.10%

C17 687 782 1,469 6.34%

C18 469 540 1,009 4.35%

C19 493 655 1,148 4.95%

C20 311 496 807 3.48%

C21 285 472 757 3.27%

C22 273 530 803 3.47%

C23 221 463 684 2.95%

C24 352 779 1,131 4.88%

C25 314 900 1,214 5.24%

10,158 13,012 23,170 100.00%
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近隣都市 保護者負担割合 

本市の近隣市においては、「子ども・子育て支援新制度」の開始に向け、利用者負担

額（保育料）を据え置いた市区町村が大半で、変更した市区町村が３市です。 

 変更した市区町村でも、値上げのみの変更はなく、値上げ階層と、値下げ階層を織り

交ぜた設定となっています。 

平成27年度　利用者負担額（標準時間）

平成27年4月1日現在

3歳未満児 3歳 4才以上児 3歳未満児 3歳 4才以上児

大田区 63,500 28,600 24,000 3,900 3,300 3,300 変更なし

品川区 77,000 33,500 28,800 2,100 1,400 1,400 変更なし

目黒区 70,200 28,100 22,700 1,900 1,300 1,300 変更なし

世田谷区 73,100 38,000 33,000 7,400 6,800 6,800 変更あり

狛江市 59,600 27,300 22,500 3,200 2,300 2,300 変更なし

調布市 59,500 33,700 33,700 3,000 2,300 2,300 変更なし

稲城市 56,000 31,000 31,000 2,500 1,800 1,800 変更なし

多摩市 59,500 32,100 31,000 2,500 1,500 1,300 変更なし

町田市 58,800 37,200 37,200 4,400 3,800 3,800 変更なし

川崎市 82,800 31,500 31,500 5,300 3,300 3,300 変更なし

横浜市 77,500 43,500 43,500 3,200 2,100 2,100 変更なし

相模原市 61,700 31,900 28,000 3,500 2,900 2,900 変更なし

横須賀市 61,500 37,300 30,900 9,900 8,700 8,700 変更なし

鎌倉市 79,700 39,600 39,600 6,700 5,200 5,200 変更なし

大和市 88,500 43,200 38,500 8,000 6,900 6,700 変更あり

さいたま市 72,800 35,100 30,300 8,000 5,500 5,500 変更なし

千葉市 70,900 35,770 35,770 4,110 3,320 3,320 変更あり

※非課税世帯は除く

H２７
保育料

都市名
最高保育料（円） 最低保育料（円）

資料 １－２



0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計

人口（H27.4.1現在） － － － － － － 1,466,444

14,229 13,962 13,679 13,338 13,268 12,942 81,418

0.97% 0.95% 0.93% 0.91% 0.90% 0.88% 5.55%

1,657 4,028 4,407 4,554 4,365 4,022 23,033

7.19% 17.49% 19.13% 19.77% 18.95% 17.46% 100%

11.65% 28.85% 32.22% 34.14% 32.90% 31.08% 28.29%

542 1,322 1,129 718 585 490 4,786

11.32% 27.62% 23.59% 15.00% 12.22% 10.24% 100%

3.81% 9.47% 8.25% 5.38% 4.41% 3.79% 5.88%

－ － － 6,668 7,644 7,778 22,090

－ － － 30.19% 34.60% 35.21% 100%

－ － － 49.99% 57.61% 60.10% 27.13%

12,030 8,612 8,143 1,398 674 652 31,509

38.18% 27.33% 25.84% 4.44% 2.14% 2.07% 100%

84.55% 61.68% 59.53% 10.48% 5.08% 5.04% 38.70%

〔人口比〕　　　　

幼稚園児数（Ｄ）

２）認可外保育施設等入所児童数は、平成26年4月1日現在の利用者数

〔就学前児童割合〕

川崎市の就学前児童の養育状況

就学前児童数（Ａ）

認可保育所入所児童
数（Ｂ）

認可外保育施設等入
所児童数（Ｃ）

〔構成比〕　　　　

〔構成比〕　　　　

〔就学前児童割合〕

３）幼稚園児数は、平成27年5月1日現在の市内在住の入園者数

〔構成比〕　　　　

１）認可保育所入所児童数は、平成27年4月1日現在の市内在住の入所者数

〔構成比〕　　　　

〔就学前児童割合〕

在宅児童数
（Ｅ）=（A-B-C-D）

〔就学前児童割合〕

４）在宅児童数は就学前児童数から認可保育所入所児童、認可外保育施設等入所児童数、幼稚園児数を差し引いた数

資料２

平成27年4月1日現在、本市における就学前児童数は81,418人です。そのうち認可保育所に入所
している児童は23,033人と全体の28.29%となっています。

一方、認可保育所の申込みをしたにも係わらず入所できない児童（待機児童）を含め、4,786

人、5.88%が認可外保育施設（川崎認定保育園を含む）に通っています。
また、幼稚園に通っている児童は22,090人、27.13%と約3割を占めています。



認可保育所数の推移等
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単位：人

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
保育所数 117 123 135 144 161 180 203 221 241 273
保育所定員数 11,590 12,250 12,785 13,605 14,675 15,905 17,490 18,995 20,325 22,505
就学前児童数(A) 75,741 76,735 77,817 79,061 80,012 80,380 80,547 80,909 80,963 81,418
入所申請数(B) 13,505 14,409 15,013 16,384 18,032 19,241 20,725 22,164 23,500 25,264
申込率(B/A) 17.8% 18.8% 19.3% 20.7% 22.5% 23.9% 25.7% 27.4% 29.0% 31.0%
入所児童数 12,034 12,820 13,475 14,430 15,435 16,630 18,074 19,399 20,930 23,033
待機児童数 480 465 583 713 1,076 851 615 438 62 0

これまで「川崎市保育緊急5か年計画」「第２期川崎市保育基本計画（かわさき保育プラン）」に基づ
き、認可保育所の整備を進めてきたが、入所申請者数は増加し、今後も増加すると考えられる。

資料３

単位：人



政令指定都市 保護者負担割合 

平成27年4月1日現在

3歳未満児 3歳 4才以上児 3歳未満児 3歳 4才以上児

川崎 82,800 31,500 31,500 5,300 3,300 3,300 変更なし

札幌 75,900 41,800 36,300 4,400 3,300 3,300 変更なし

仙台 70,000 34,300 27,900 7,650 5,200 5,200 変更なし

さいたま 72,800 35,100 30,300 8,000 5,500 5,500 変更なし

千葉 70,900 35,770 35,770 4,110 3,320 3,320 変更

横浜 77,500 43,500 43,500 3,200 2,100 2,100 変更なし

相模原 61,700 31,900 28,000 3,500 2,900 2,900 変更なし

新潟 57,200 31,500 31,500 3,000 2,000 2,000 変更

静岡 57,200 32,100 32,100 2,000 1,500 1,500 変更

浜松 73,600 35,300 30,300 3,000 1,900 1,900 変更

名古屋 64,000 28,900 28,900 3,800 2,500 2,500 変更なし

京都 85,700 35,600 28,900 2,900 2,400 2,100 変更

大阪 70,600 36,800 29,800 2,000 1,500 1,500 変更

堺 67,000 35,000 32,000 5,000 3,000 3,000 変更なし

神戸 74,000 32,800 32,800 5,600 3,700 3,700 変更

岡山 55,700 37,500 31,200 6,300 4,700 4,700 変更

広島 62,400 34,050 34,050 7,200 5,250 5,250 変更なし

北九州 63,300 32,700 32,700 7,200 4,800 4,800 変更なし

福岡 83,200 30,200 30,200 14,200 12,400 12,400 変更なし

熊本 58,000 33,000 33,000 4,000 3,000 3,000 変更

H２７
保育料

都市名
最高保育料（円） 最低保育料（円）

資料 ４

政令市 20都市のうち、子ども・子育て支援新制度開始に向け、利用者負担額（保

育料）を据え置いた都市が 11 市、変更した都市が 9市です。 

 変更した都市でも、値上げのみの変更は 1 市です。その他 8 市は値上げ階層と、

値下げ階層を織り交ぜた設定としています。 



予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比

こども費予算 85,199 13.8% 81,424 13.7% 82,314 13.8% 88,372 14.3% 91,378 14.8%

保育事業費予算 28,869 4.7% 31,210 5.2% 33,333 5.6% 36,518 5.9% 42,742 6.9%

一般会計における
保育事業費の伸び

川崎市一般会計予算 618,023 100.0% 595,633 100.0% 598,410 100.0% 617,117 100.0% 618,873 100.0%

こども費と保育事業費が本市の一般会計に占める割合（予算ベース）

保育所の子ども１人あたり月平均負担額の内訳

単位：百万円

H23 H24 H25 H26 H27

2,341百万円増
0.5%増

2,123百万円増
0.4%増

3,185百万増
0.3%増

6,224百万円増
1.0%増

川崎市の平成23年度から平成27年度の一般会計予算のうち「こども費」及び「保育事業費」が占める割合です。
一般会計予算は、平成23年度と平成27年度でほぼ同額であるが、保育事業費は、約289億円から約428億円へと大幅に毎年

増額となっています。

資料５
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平成２７年度

平成２６年度

平成２３年度

保育所の運営経費と負担割合 資料６

（単位：千円）

千円

千円

国の負担 県の負担 市の負担

国が定める運営経費（国基準） 22,891,525 千円
川崎市が児童の処遇向上の
ために負担している経費

国基準保育料　(100％) （超過負担）

10,991,310 千円

保護者負担 保育料軽減分

千円 (市の保育料) (市が負担)

4,854,983 2,424,879 4,620,353

千円 千円

8,243,482 千円 2,747,828

75.0% 25.0%

10,568,350

川崎市が保育所を運営する経費 33,459,875 千円

（単位：千円）

千円

千円

国の負担

千円 11,612,668 千円
3,267,136
千円

千円 千円

川崎市が保育所を運営する経費 30,542,615

国が定める運営経費（国基準） 18,929,947
川崎市が児童の処遇向上のために

負担している経費

市の負担 国基準保育料　100％ （超過負担）

10,272,055
5,390,756
千円 保護者負担 保育料軽減分

（市の保育料） （市が負担）

75.0% 25.0%

7,704,042 2,568,013

（単位：千円）

千円

千円

国の負担

千円 10,856,994 千円
1,980,154
千円

千円 千円
5,139,405 2,600,658

（市の保育料） （市が負担）

66.4% 33.6%

（超過負担）

7,740,063
5,192,850
千円 保護者負担 保育料軽減分

国が定める運営経費（国基準） 14,913,067
川崎市が児童の処遇向上のために

負担している経費

市の負担 国基準保育料　100％

川崎市が保育所を運営する経費 25,770,061

保育所の運営経費は、毎年20施設程度の認可保育所を整備してきたことにより、平成23年度

の約25８億円から、平成27年度では約33５億円と増加しています。

平成27年度予算は、子ども・子育て支援新制度の開始に伴い、国基準運営費が質の改善のた

めに増額されたこと及び国、県、市の負担割合の変更により、構造が変更となっています。




